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詳細はＨＰにて





あらゆる物すべてに -意識-


ワンネス-物質･植物･動物･全て











・1976年臨死体験の中で宇宙の始まりも見てきた｡言葉でいうのは難しいのだが､それは｢膨大な意識｣といったものだった｡｢膨大な意識｣はすべてを知っているが､それだけではとても退屈な世界だ｡そこで､一つの｢ひずみ｣をつくり出す｡｢ひずみ｣は元に戻ろうとして動きをつくる｡そのひずみが解消に向かうときのエネルギーの流れこそが､私たちの生きているこの三次元の世界だった｡


・この地球も宇宙さえもいつかは終わりのときを迎える｡しかし私たちは与えられたこの環境の中で､どれだけバランスをとってエネルギーを維持できるか､という役割をもって生まれてきているのだ｡私はそのことを知ることによって､生きていくことの意味と楽しさを知ったのだ｡(※臨死､正確には死亡体験後､蘇生した元航空自衛


隊員､2009.7にも2度目の臨死体験､高名な彗星探索家:木内鶴彦)


・2007年頃～世の中のものは(ありとあらゆるもの)全て、意志と意識でできている。※二つを繋ぐのが感謝である。(※ミャンマーのサヤドと工学博士：五日市剛)。だからネガティブな意識はやめできるだけ良い言葉を使う。⇒嫌なことにまず｢ありがとう」。嬉しいことやこれから起こって欲しいことには先に｢感謝します」(五日市)











カルロ･クリヴェッリ1486年受胎告知











■1848.3(嘉永(かえい)元年､安政の前､江戸末期)アメリカ､ニューヨーク北部の村ハイズビルのフォックス家(３姉妹･少女を含む)がノック音で霊と交信｡遺体を発見する事件がスピリチュアリズムの原点。物理的心霊現象の時代であり､物理的な心霊現象を顕す霊媒が中心となった｡※日本では1838年12月に� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%B1%B1%E3%81%BF%E3%81%8D" \o "中山みき" �中山みき�に｢天理王命｣が憑依､天理教発祥｡親神の社(月日のやしろ)に定まる。


・フォックス家の知人､アイザック・ポストが､ＡＢＣ表を使って交霊実験を行ったところ､次のような霊界からのメッセージを受信した｡｢友よ｡あなた方はこの真理を世に広めなければならないのだ｡これは新時代の曙光なのである｡それを､あなた方はもはや圧し隠そうとしてはならないのだ｡あなた方がその義務を行うとき､神はあなた方を護り､善き霊たちがあなた方を見守るであろう｣(｢新霊交思想の研究｣)


・その後､このメセージを実行しようとする人が増えていき､1849.11.14､コリンシアン・ホールで最初の公開交霊会開催


■地球上のあまりの惨状を前にして､霊界では高級霊達が結集し､一致団結して｢地球人類救済｣に乗り出すことになりました｡そのための大プロジェクトが立案され､計画にそって綿密な準備が進められました｡そして､


1848年に､地上世界に向けて計画が実行されました｡�それが地上のスピリチュアリズム運動の開始でした｡


※� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B5%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%82%A8%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%82%B9%E3%83%9E%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%82%BA" ��シルバーバーチ等の霊界通信､『シルバーバーチの霊訓』�





ササッと霊性進化の世界史より　その2











直感的に地球外生命体だ～高次元の存在だ～としか


思えないような歴史的事件が起こっている…


■旧約聖書―エゼキエル書「私が見ていると、北の方から激しい風が大いなる雲を巻き起こし、火を発し、周囲に光を放ちながら吹いてくるではないか。その火の中には競拍金の輝きのようなものがあった。またその中には四つの生き物の姿が…　　　　他にヨハネの黙示録


■モーセの奇跡―出エジプト記―海を割って渡るエピソード。水と食べ物―神からのマナ。不平を言う民を罰する民に神が炎の蛇を送り、多くの死者が出たため、モーセが� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9D%92%E9%8A%85%E3%81%AE%E8%9B%87" \o "青銅の蛇" �青銅の蛇�を示して民を救った。…等 � HYPERLINK "http://www.h2.dion.ne.jp/~apo.2012/bookstand-konno.html" ��なわさんから�


■宗教画とＵＦＯ⇒左下画など


■聖母の出現-この出来事を目撃した人は� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%B3" \o "クリスチャン" �キリスト教徒�に限らない。民衆の間に伝えられている話や噂は非常に多数あり、その数は数千にもおよぶ。ただし、そのうちカトリック教会が公認したのは16ほどにすぎない。� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%88%E3%83%AA%E3%83%83%E3%82%AF%E6%95%99%E4%BC%9A" \o "カトリック教会" �カトリック教会�は、各地区の� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%B8%E6%95%99" \o "司教" �司教�・� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%90%E3%83%81%E3%82%AB%E3%83%B3" \o "バチカン" �バチカン�（� HYPERLINK "http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%9E%E6%95%99%E7%9A%87%E5%BA%81" \o "ローマ教皇庁" �教皇庁�）の担当者などの認定作業を経てこれらの出来事を公認するか否かを表明している。カトリック教会によると、これは人々が聖母の形をとった悪霊に支配されないために必要な手順であるとされる。


・1848年ラサレットの聖母、　　　　　　　　　　　　　　　


・1862年ルルドの泉‐貧しい少女の前に聖母マリアが出現し、10数回にわたるお告げを聞き入れていくと、サンクチュエール(聖域)にある泉の水を飲むと病が治るといわれ、病気が治ったと自己申告をした人は、1862年以来6,700人。


・1917年『ファティマ第三の秘密』⇒　� HYPERLINK "http://www.h2.dion.ne.jp/~apo.2012/bookstand-konno.html" ��なわさんからの情報�｡ポルトガルの一寒村､ファティマに住む３人の幼女の前に聖母マリアが６回にわたって出現し、最後の日には１０万人の大観衆の前で大奇跡を現出させ、当時のヨーロッパ全土に一大センセーションを巻き起こした。しかもその際に「人類の未来にかかわる３つのメッセージ」が託された。有名な「ファティマ予言」である。


■キリストの幻視―アンナ・カタリナ・エンメリック、フローレンス・ナイチンゲールやマザー・テレサが有名


■1970.1.3～糖尿病による昏睡をする娘エドワーダの看病をするようになって22年が経った時（1992年秋）、母ケイは驚くべき出来事に遭遇した。聖母マリアの来訪を受けたのである。あの方とは普通にお話をします。他の人たちには私の話すのは聞こえますが、あの方の声は聞こえません。マリア様が発するバラの香りに気がつく人もいますね。気づかない人もいます｡でも私のようにお姿を見たという人はいません｡メアリーのように光を見る人もいます｡『眠りながら奇跡を起こす少女』


■奇跡のリンゴの木村秋則―ＵＦＯ拉致事件と残りに限りある「地球カレンダー」…『すべては宇宙の采配』


※高次元とは-私たちが肉体を持って生きている世界は三次元。半霊半物質の四次元以上の世界。私たちはエーテル体やアストラル体等の霊体で生き続けるという。


























⇒裏面へ








高次元の存在たちー　①地球外生命体


ワンネス-物質･植物･動物･全て





高次元の存在たちー②霊団､集合意識､チャネリング











外側の出来事はすべて､まず内側で発生するのです｡


自分の心をコントロールできない人間には､外側の世界での活動をうまく推し進めることなどとうてい不可能だ｡


④人生の勝利者になる決意　―どんなときにも､自分自身の良心に従うことです｡自分の信念に忠実であることです｡


⑤勝利にともなう痛み　―病的な興奮が取り除かれた場所からは､生き生きとした清らかな喜びがわきあがってくるでしょう｡


⑥輪廻転生と地球学校　―その神聖な場所に到達している人は､まだほんのわずかだが､その数は日を追うごとに増えつづけていて､私たちの誰もが､いずれは､人生という学校で学ぶべきことをすべて学び終え､自信に満ちた有能な学者として､無知と苦悩ではなく､知識と喜びのなかを生きられるようになります｡


⑦新しい魂のサポート集団　―私はいま､この地球上に､ある新しい魂の集団－強く､正しく､気高い魂たちの集団(あまりにも賢くあまりにも優しい､誠実で､清らかな魂たちの集団)がやって来ようとしているのを､強く感じている｡彼らの訪れによって､罪や悲しみはしだいに姿を消し､やがて地球の完全な再生がなされることだろう｡人の威厳が復活し､≪法則≫の正しさが証明され､地球はふたたび､愛､幸せ､そして平和で満たされることだろう｡この地球はやがて､罪と悲しみを完璧に克服している人間で満ちあふれることになる｡ジェームズ・アレン『原因と結果の法則』④輝かしい人生へ1902年


ハトホルより｢私達は集合意識ハトホルだ｡


私達は愛と共にあなたがた地球の素晴らしい理想的な現実の響きをたずさえてやってきた｡もしみなさんに新しい世界を作り出す用意があれば､一緒に知性と感性の旅に乗り出そう｡


・私達はあなたがたの先輩であり兄弟姉妹にあたる存在で､この惑星で進化を遂げつつある人類を､とても長いこと見守ってきた｡私達は太古の昔からあなたがたとともにある｡私達の足跡はあなたがたの有史時代の記録に残っているよりさらに古い､今や忘れ去られた時代にまでさかのぼることができる｡


・私達は次元を越えたエネルギー的存在でもともとは別の宇宙からあなたがたの宇宙の入り口であるシリウスを経由してやってきた｡そしてシリウスからあなたがたの太陽系へと入り､金星のエーテル界(低次の魂界・生命界)は､自然霊たちの活躍している世界｡自然霊とは､私たちの物質界の背後から､様々な働きかけをしている｢妖精｣たち｡確かに存在している｡生命あるものは全て､｢生命体(エーテル体)｣という目には見えない霊体を持っているが､これも､まさに低次の魂界(エーテル界)と相互に浸透し合っている｡“エーテル”は､東洋の“気”（と呼ばれるものと同一)に落ちつくことになったのだ｡


・私達は昔､とりわけ古代エジプトで豊饒の神として祀られていたハトホル女神(本書ではハトホル女神と集合意識ハトホルもしくはハトホルで区別)を通して務めにあたっていたことがあった｡またチベット仏教の形成期にはラマ僧達とも交信していた｡彼らの独特の技法や音を用いた習わしの中には私達一族の仲間による教えがもとになっているものもある｡私達の文明はそのように地球の古代文明とも交流があったが､あなたがたの知る宇宙を越えた､はるか彼方の銀河にもまた点在している｡


・私達はすでにアセンション(次元上昇)を経ている存在だ｡あなたがたのエネルギー場に特徴的な固有の波動があるように､私達の仲間も特有の振動性のエネルギー場に存在している｡私達は単にあなたがたより早く振動しているというにすぎない｡そうしたことに関わりなく､私達は皆が神秘の一部であり､すべての宇宙を結ぶ愛の一部なのだ｡　


・…私達もまたありとあらゆるものの｢一なる根源｣に向かい､次元を上昇しつつ魂を成長させ続けたのだ｡





ササッと霊性進化の世界史より　その２





・巨視的な視野からすれば､私達は気づきと意識の進化の螺旋において､あなたがたよりも少し高いところにいる｡それで私達は友として助言者として､そしてまた｢すべてなるもの｣の記憶へと立ち返る旅の仲間として､自分たちがこれまで学んできたことをあなたがたに伝える｡


・この固有の太陽系のすべての意識レベル､つまり人間界だけでなく動物界､植物界､鉱物界といった全領域において大いなる癒しの時が訪れている｡しかしながら地球の進化とアセンションの鍵を握るのはあなたがた人間だ｡その鍵を使うには自由意志による選択が求められ､あなたがた人類が進化を選択するか否かが､この世界の多くの領域に影響を及ぼすことになるのだ｡この惑星の意識変化の歴史という点で見ると人類はゆゆしき局面を迎えている｡


・いまだかつてなかったことが起こりつつある今､私達はもう一度あなたがたの意識の中に登場し､ともにその時代を迎えることの歓びに一種の法悦さえ覚えている｡この前私達が最後にお互いの存在を意識的に認めていたのでは古代エジプトの時代だった｡


・まず本書ではあなたがエネルギーであるという解釈から入っていく｡私達がエネルギーの話から始める理由は現時点での地球ではあなたがたの意識が三次元の現実と呼ぶところ､つまりあなたがたの身体的感覚によって見たり触れたりできる物質界に固定されているからだ｡


・この宇宙で人類が把握していない無数の領域と同様､私達もまた人類がまだ知覚していない残りの99％のエネルギーの中に存在している｡


・そうした残りの領域においてあなたがたがどれほど愛されているかがわかれば幾世紀もの歳月に渡って人類を支配していた自己否定の桎梏(しっこく)からあなた自身を解き放つことができるだろう｡


・私達のグループは10人｡実際には13人いるがうち３人はここで分かち合う情報の送信には直接関与していない｡その３人は証人として一歩退いたところでこの交信の過程を見守っている｡そして10人は集合意識として多かれ少なかれ自分を表現しているが中でも主としてそのうちのアヴァーを通して交信(チャネリング)を行っている｡　※エササニ星のバシャール


・私達は数百万人の文明に属する10名の個性を有した存在､職業的背景は地球でいう医師､科学者､複数名の教師と歴史学者だ｡…


・｢私達は兄弟姉妹である人類を愛しく大切に思っている｡私達はこの惑星に途方もなく大きな変化が起きつつあることを察し､それを確認するにいたっている｡あなたがたは新しい意識の次元へと生まれ変わるプロセスのただ中にある｡『ハトホルの書』2003.3


・霊団―ホワイト霊団、シルバー･バーチと霊団､奇跡のハンドヒーラー､ハリー・エドワーズに背後医療霊団、


・集合意識エイブラハムとの対話『引き寄せの法則』　　…


アヌンナキのふたりの指導者は、エンキとエンリルという兄弟だったと伝えられています。ただし彼らはそれぞれ異なる


・アヌンナキのふたりの指導者は、エンキとエンリルという兄弟だった。彼らは異なる任務をおびており、それにしたがって人類の遺伝子を組み換えた。エンリルは奴隷となる種、エンキは、ヒトとアヌンナキの交配によって、途方もなく大きな可能性を秘めた種を創造･具現化しようとした。その一つが、アヌンナキには不可能だったと思われる、物理的な豊かな感情表現だった。エンキのエネルギーを体現する部分の人間は、自分たちが聖なる存在であることを理解し､霊魂は不滅であり、卓越した存在であり、物理的経験を超える無限の広がりをもつ存在だという。人間の心の中にある深い亀裂、相対立する要素も、これによって説明できるかもしれない。自分たちが聖なる存在であること､すなわち霊魂は不滅であり、卓越した存在であり、物理的経験を超える無限の広がりをもつ存在だということだ。





人類の根源と創造仮説－シュメールとアヌンナキ











夢の見続け方､夢の実現の仕方を学び合い､迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所（知多クリック� HYPERLINK "http://www.chitac.com" ��http://www.chitac.com�　内)　 以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2014.6.13





あなたの使命､私の使命とは…　世界の創造








